
要　旨

1 運動による、キヌレニン代謝とうつ症状の変化 安保　雅博

【目的】運動は、いろいろな疾患の予防や治療に効果があるとされている。運動によってもたらさせる効果をい
ろいろな方面から検証をした。

【方法】運動群、対照群ともに 8 週間の観察を行った。3 名の運動群に対しては週 2 回担当療法士介入の元、集
団での準備体操、マット体操および筋力トレーニング、有酸素運動を含む約 2 時間の運動プログラムを行い、加
えて、週 1 回約 30 分の自主トレーニングの指導を行った。4 名の対照群に対しては、観察期間中、それ以前と
変わらない生活を指導した。訓練は問題なく施行された。一般情報、一般採血、KYN、 BDNF、 pro-BDN な
どの採血抑うつの評価として PHQ-9、認知機能評価として HDS-R、MMSE、不安評価として新版 STAI、生活
の質の評価として EQ-5D-5L などの以上の項目に関して、介入前後の評価を運動群、対照群ともに行い、比較検
討した。

【結果】運動群で、増加したのが、WBC、CK、BNP、BDNF であった。対照群で、増加したのが、KYN、pro-
BDNF であった。運動群において、精神的評価の減少を示したのが新版 STAI の状態不安（Y-1）であった。ま
た、運動群で減少した血液生化学検査では、LDL-Cho、Glu、好感度 CRP、ｸﾞﾘｺAlb、血圧（収縮期のみ）、pro-
BDNF であった。

運動介入前後評価
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